
　平成22年度の長岡造形大学デザイン研究開発センターの活動報告をいたします。本年度当セン
ター受託プロジェクトは16件ございました。昨年と同様に市等行政関係からの委託がその多くを
占めますが、企業の方からの製品の開発に関わる依頼の割合も増えております。またプロジェク
トに至らない場合や、製品化の予定の無いお話でも、それらは試行的な依頼内容が多く、教育・
研究に生かせるものとしてとても感謝いたしております。
　こうして沢山のご依頼を頂けますのは、これまでのプロジェクトが評価いただけたということ、
また地域の方々のデザインに対する関心が高まっているものと感じております。
　当センターは、平成６年の開学と同時に大学の付属機関としてスタートし、デザインというカ
テゴリーで地域社会と密着した活動を行ってまいりました。その目的は、大学での教育研究成果
を広く公的機関や団体・企業等に伝えること、また企業等との共同研究を推進し、教育研究の発
展および地域社会における創造的研究開発に寄与することにあります。
　地域の方々から、また様々な業種の方々からお声を掛けていただけることが地域の中にあるデ
ザインセンターのあり方として理想的な形といえます。そうした中で当センターの活動が、デザ
インという切り口で必ずや地域活性のための一助となれるものと信じております。
　デザイン大学にある研究機関であるからこそできるクリエイティブな発想。焼き直しでない時
代にあったデザインの誕生に繋がる可能性を当センターは秘めています。是非お声がけください。
　さて今年度委託いただいたクライアントの皆様方には深く感謝いたします。またプロジェクト
メンバーの方々お疲れ様でした。
　長岡造形大学デザイン研究開発センターはこれからもますます地域発展に貢献できますよう活
動して参りますので、今後ともご支援いただきますようお願い申し上げます。

　　平成23年９月
長岡造形大学　　　　　　　　
デザイン研究開発センター長　

鈴　木　均　治　



※　教員の所属・役職及び学生の学年は、平成22年４月１日現在を掲載しています。
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　本受託業務は、南魚沼の六日町で建具を製作してい
る小河建具店よりの依頼で、和室だけでない洋間にも
対応する障子・襖・ドア等、建具のデザイン、ならび
に建具製作時に出た端材を有効活用した生活小物のデ
ザインの提案を求められた。

　デザイン作業に入る前段階で、実際に製作をする現
場を視察し工作機械、技術、材料（端材を含む）を確
認した。構造的に建具は、主に面材で構成されるフラッ
シュ構造のものと、線材で構成される枠組構造のもの
に大別されるが、依頼のあった小河建具店は双方に対
応できる工作機械と技術を持ち合わせている。
　一般的に前者のフラッシュ構造の建具は面材のせん
断強度と接着強度に期待し、重厚感を重んじる洋間に
対応する建具に使われ、後者の枠組構造の建具は部材
同士の仕口の接合強度に頼って精度を保ち、またその
精度があるゆえ材を細く軽量化することができること
から、機能としても意匠としても繊細な加工技術を生
かした和室の建具に使われる。これらそれぞれの特性
を生かし、固定概念に囚われることのないデザイン提

案を進めていくこととなる。
　一方、材料としては檜・杉等の針葉樹、タモ・欅等
の広葉樹の無垢単材から突板合板、ＭＤＦ、アクリル、
塩ビ、鉄、ステンレスなど様々な素材を扱い、端材に
関しても大きなものから小さなものまであるため比較
的自由な発想でアイデア出しを行うことができた。

　スケッチを基としたデザイン提案を経て数回の打ち
合わせを重ね、図面化作業を進めて最終的には２案の
試作を制作した。１案は主にリビングルームと和室が
隣り合わせになる間取を仕切る襖に使われることを意
識した提案で、横桟の上下に欠き込みを入れた十字の
部材をＣＤケースが収まる寸法に配置し、一般的な襖
サイズで最大40枚のＣＤを魅せて収納することができ
る建具。現在、市場性の有無の確認を行うモニタリン
グテスト中である。
　２案は五線譜と音符をモチーフとして、主に子供部
屋に使われることを想定した建具である。音符部にＣ
Ｄ等のディスクを取り付けるようになっている。また、
構造となるパネルに半透過になる素材を使うことで戸
を閉めても気配を感じることができる。

受託事業名：

発注者：小河建具店
受託期間：平成22年６月30日～平成23年３月31日
プロジェクト主査：金澤孝和（プロダクトデザイン学科 助教）
プロジェクトメンバー：加藤祐子、久保佑馬、志賀智師（以上学部３年生）

建具案：１ 建具案：２
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　建具のデザイン提案とともに、生活小物もスケッチ
を基としたデザイン提案をし、図面化作業を進めて最
終的に４案の試作を制作した。提案としては、玄関周
辺、デスク周辺、といった住空間の中から場所を特定
してアイデア出しを行い、単品としてではなく、なる
べく空間を構成する提案ができるよう意識して作業を
進めた。すべてに共通して、直線的でシンプルな形状
の中に木の持つ温かみを持たせたデザインとなってい
る。最終的に形となったものは時間的な制約もあり、
建具・生活小物合わせて６案であるが、前述の空間を
構成する提案までは至っていない。今後、市場に対し
てどのようなプロモーションを仕掛けるかを含めて検
討が必要であろう。

　今回の委託業務に参加したメンバーは成長途上であ
る学部３年生であったが、クライアントとの打ち合わ
せ～デザイン作業～図面化等々、実務として体験でき
た事は、教育上大きな効果があったと確信している。
またそれを温かく受け止めてくださった、小河建具店
様に感謝するとともに、今後の展開においても引き続
き見守っていきたい。

生活小物案：傘立て
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生活小物案：テープカッター

生活小物案：ネックレス掛け生活小物案：スリッパラック
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　和紙の利用に関しては全国の和紙の産地で様々な試
みが行われている。一般的に風合いの良さを生かして、
扇子など日本的な趣の小物に使われたり、水の吸収性
から葉書、封筒、便箋などに使われる事例や、光の拡
散性を生かした照明器具のセードに使われるなど、用
途にはっきりとした傾向がみられる。
　そこで、本プロジェクトは、小国和紙を使った新た
な用途開発を目指し生活雑貨全般を対象として、今ま
でに無い和紙の利用を検討したものである。
　学科の垣根を越えた学生主導で行われ、７月末にス
タートして夏休みを挟み10月のデザインフェアで参加
学生全員がデザインを展示した。その後、２～３月に
デザインフェアにて評価の高かった照明キットのデザ
インの改良を行った。契約上はこの照明キットの作業
のみがセンタ－業務であるが、７月～10月の作業も２
月以降の作業に大きく関係するため、これを含めて報
告する。

１．プロジェクトの概要
　参加したのは、プロダクト３年生10名、２年生１名、
視覚１年生１名、２年生３名、４年生２名、テキスタ
イル４年生１名、大学院生３名の計21名である。プロ
ダクト以外の学部生は“漉き部”の学生が中心となっ
た。
　小国和紙生産協同組合との話し合いを経てプロジェ
クトの目標を以下の様に設定した。
テーマ：生活雑貨（和紙小物）
①柿渋紙やこんにゃくの加工紙などを使い、楮紙の丈
夫さを生かした提案をすること。
②和紙の特性を知るため、よく学ぶこと。（生産共同
組合のレクチャー、工房見学）
③生産、販売が可能なモノづくりを心掛けること。

２．プロジェクトの進行
　７月末に大学で行われたプロジェクトについての説
明後小国和紙の工房及び楮の畑の見学を行い、原材料
や制作プロセス、用途、現状などについて小国和紙生
産組合の今井氏に詳しいレクチャーをしていただいた。

その後、２度のミーティングを行い、各自のアイデア
を皆で意見を出しながら改良していった。
　さらに８月25，26日には今までのアイデアを集中的
にブラッシュアップするため、漉き部の合宿と連携す
る形で小国町にて合宿を行った。この時には紙漉きの
体験をするなど和紙に対する理解を深めることにも留
意した。さらに、その後２度のアイデアチェックを経
て、10月23日、24日の本学で行われた長岡デザインフェ
アにて各自の提案を展示した。

３．代表的な提案

受託事業名：

発注者：有限会社小国和紙生産組合
受託期間：平成23年２月28日～平成23年３月31日
プロジェクト主査：土田知也（プロダクトデザイン学科 教授）
プロジェクトメンバー：阿部紗貴乃、遠藤沙織、小林昇太（以上学部３年生）

照明キット（小林昇太）

ランチョンマット（小山二葉）

コサージュ（阿部紗希乃）
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１．プロジェクトの概要
　デザインフェアにて好評だった照明キットのアイデア
をベースに、より完成度を高めるための開発を行った。
この案は、セードとなる和紙、口金やスイッチが取り付
けられたベースをセットで販売し、自分で組み立てても
らうという趣旨である。単に和紙を照明のセードにする
だけでなく、紙の加工の容易性を生かしてアレンジす
る余地を残してキット売りするところがポイントである。
　デザインを見直すにあたっては、簡単にセードの交換
が可能な照明であることを維持しつつ、セードとなる和
紙のサイズは最も一般的な小国版（29×40㎝程度）で考
えることにした。これは、手漉き和紙体験（年間400～
500人が体験する）で使うサイズでもあり、漉いた和紙を
有効に活用してもらえたらという思いも込めている。
　このプロジェクトは対象と内容が明確なため、前プ
ロジェクトの参加メンバーの中からプロダクトの３年
生、３名に参加してもらった。

２．修正の方向性
・ベース部のデザイン
　当初は円盤状に切り出した集成材に口金をつけた
ベースに、丸めた和紙のセードを上からぴったりと嵌
めるかたちだったが、簡便性とセードの光り方からベー
ス部の上にセードを載せるカタチにした。
・セードの折り方・留め方
　当初は丸めた和紙を糊付けすることを考えていたが、
端部を強く折り返すだけで十分に形状を維持すること
がわかった。従って使用しないときの収納性も考えて
折り返すだけとした。このときに紙の自然な弾性で断
面が水滴上になるのも面白い。
　また、ユーザーが好みで折り方を選べるように、い
くつかの折り方を説明書として同封しておくことも考
えられる。
・セードのグラフィック
　四季の自然やイベントをテーマとしたグラフィック
を切り紙上のパターンにして漉き込むこととした。例
えば、春は桜、夏は金魚、朝顔、秋は稲穂、十五夜、
冬は柊、雪の結晶など、季節ごとに相応しいセードに
変えて楽しんでもらえればという意図である。

ブックカバー＆栞（遠藤沙織）

ipodケース（高橋愛美）

グラスマーカー（勝村久美）
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３．デザイン案（一部事例）

　照明の商品化に関しては、ベース部のデザインを中
心にまだ改良が必要だが、和紙の特性を生かした提案
であり、グラフィックは様々な展開が考えられるなど、
色々な意味で可能性をもった提案であることに間違い
ない。
　また、照明以外にも活用できそうな、今後の商品の
原石足りえるものもあると思う。
　私自身は今回のプロジェクトを通して、和紙という
素材の持つ可能性に改めて気づかされた。また、参加
した学生達にとっても、実社会に触れつつ授業とは一
味違う中身の濃い経験ができたプロジェクトだったと
思う。

金魚

桜 折り方のバリエーション
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　星野株式会社は各種果実袋の製造販売、食品包装資
材・各種化粧袋・パッケージ・包装資材の製造販売、
花資材の製造販売を行う新潟市に本社を持つ会社であ
る。本プロジェクトは星野株式会社から生花店向けの
花のギフトに添えるメッセージカード制作の依頼を受
けたものである。

　視覚デザイン学科４年生８名がデザインにあたった。
計100点以上の案を提案し23点が採用され、商品化さ
れた。

受託事業名：

発注者：星野㈱
受託期間：平成22年８月16日～平成22年９月30日
プロジェクト主査：長谷川博紀（視覚デザイン学科 教授）
プロジェクトメンバー：デザイン：小黒美香⑧⑨⑫⑭⑳�、川口慶子③⑤⑮⑱⑲�、小庄司唯②④、田村洋美�、長谷川香里⑥、服部美奈⑰、 

広島苑実①⑩⑯、米山真陽⑦⑪⑬（以上学部４年生）

①

②

③

⑤

⑥

④
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⑨

⑩

⑪

⑧

⑦

⑬

⑭

⑫

⑮

⑯
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⑰
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⑲
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　本業務は、長岡工業高等専門学校（以下：高専）の
創立50周年の記念事業の一環として、在校生・卒業生・
修了生・学校関係者・教職員から応募されたロゴマー
クを審査し、選ばれた候補案に対して修正し正式なロ
ゴマークとして仕上げた。また、シンボルマークやキャ
ラクターを募集し採用することまでは一般的に考えら
れているが、決定したマークやキャラクターが問題な
く使用できるようルールを作ることが大変重要である
ため、ロゴマーク使用ガイドラインを制作した。本報
告書では、発注者の許可を得て審査から納品までを具
体的に示した。今後このような案件の役に立てれば幸
いである。

　応募作品は、制作者の高専への想いが強く込められ
ており、造形としても非常にユニークで魅力的な作品

ばかりであった。審査会では、高専の先生方と共に「高
専らしさ」「高専にふさわしいデザイン」を考慮して
進行した。審査の初期段階では、「特定の学科イメー
ジに偏りがある」「意味が見いだせない」など選外基
準を設け選外作品を候補から外す作業を行い、その後
「高専らしさ」「高専にふさわしいデザイン」を選出し
た。また、最終審査では商標類似調査での調査結果後
の決定をスムーズにするため、あらかじめ選出作品に
優先順位を付けた。

　選出された作品の原画をもとに、できるだけ忠実に
トレース作業を行った。原画の中には、フォルムや色
（白黒での明暗）などを整える必要があり、実際に使
用できるよう修正を行った。また、原画から修正する
過程でできたマークをいくつか提案した。

受託事業名：

発注者：長岡工業高等専門学校
受託期間：平成22年10月１日～平成23年１月15日
プロジェクト主査：吉川賢一郎（視覚デザイン学科 准教授）
プロジェクトメンバー：矢尾板和宣（研究員）

●審査から納品までの流れ

●審査会の流れ

高専らしくない作品・高専にふさわしくない作品を
選外とする審査

高専らしい作品・高専にふさわしい作品を
選出する審査

類似調査をふまえて、選出数と優先順位を
決定する審査

審
査
会

ト
レ
ー
ス
・
修
正
作
業

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
定

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
制
作

納
品

256点 138点 74点

33点

11点

22点

41点
(次点）

7点

類似調査
第一候補

商
標
類
似
調
査

2週間程

類似調査
調査結果後

最終決定案

類似調査
第二候補

15点

6点 1点

（ 10月 ）

（ 12月 ）

（ 2月 ）
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●最終選考で選出されたデザイン案の原画

●デザイン案の原画を基にトレースしたもの

●最終プレゼンテーションで審議されたデザイン案
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　このシンボルは長岡工業高等専門学校の英語表記であるNagaoka National College of Technology の頭文字
NNCTをデザイン化したものです。「Ｔ」の文字の形は矢印の形をモチーフにし、未来に向かう学校と学生たち
を表しています。また、文字を前後に配置することで躍動感を表し、文字の色（スカーレットとネイビー）は情
熱と冷静さを表しています。このシンボルは機械工学科学生　吉田智広さんの図案がもとになっています。

　ロゴタイプの書体は、和文は字間を調整したフォントワークス株式会社のロダンDBを使用し、英文は字間調
整したBerthold社のAkzidenz Grotesk を使用します。（ロゴマーク使用ガイドラインP1の基本デザインより抜粋）

●最終決定デザイン
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●ロゴマーク使用ガイドライン（全ページ）
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　本件は、理美容ハサミにおいて機能を損なわず、美
術・工芸的要素を加味したオリジナリティあるハサミ
の商品化に向けて、既成の持ち手であるメガネ型、オ
フセット型各１点、計２点についてのベースデザイン
の提案を求められた業務である。
　今回の業務として、ハサミそのものを制作する事は
できないため、デザイン画からモデル制作を行う事で
立体的な造形感および、加飾部分の確認を行った。

　従来のハサミと同様に、バランスや比率は同じとす
ることから指が当たる位置は動かさず、機能性を損な
わないこととする。
　また、ターゲットを女性の理美容従事者とする事で、
市場にあるデコラティブなものとの差異を図る。ネジ
部だけにとどまらず、「ルース」を使用する事で、デ
ザイン性を高めることが条件として提示された。

⑴　デザインワーク（10月）
　打合せから市場調査を行い、現在流通している理美
容ハサミの状況を把握した。それを基に、アイデアを
検討、モックアップ制作、デザインワークを展開する。

受託事業名：

発注者：モトコマ株式会社
受託期間：平成22年９月１日～平成22年12月24日
プロジェクト主査：長谷川克義（美術・工芸学科 准教授）
プロジェクトメンバー：菅野　靖（美術・工芸学科 准教授）、三浦英明（工房職員）、宇佐美　亮（研究生）

デザインワークの状況

IDクレイによるモックアップ

デザイン検討状況

デザイン決定
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⑵　モデル制作（11月～12月）
ⅰ　デザインを基にワックスで原型を制作する。ワッ
クスは可塑性を良くするため、パラフィン９：マ
イクロ１の割合で配合する。

ⅱ 原型を埋没し、鋳造して金属に置き換える。あ
くまでもモデルであるため、軟らかい金属（錫合
金）を使用した。

ⅲ 仕上げ加工および加飾を行う。金属表面を研ぎ、
覆輪等パーツを制作する。
使用した「ルース」はローズクォーツ、イミテー
ションルビー、グリーンアゲート。

⑶　引き渡し（１月６日）

　今回の業務において、成果物としての「モノ」を提
示できなかった事は、もの創りに従事する者として忸
怩たる思いである。今後はこういう結果にならないよ
うな仕組みづくりが必要なのではと考える。とは言え、
彫金工房職員の三浦英明、彫金研究生の宇佐美亮に協
力を仰ぎ、成果に繋げた。この場を借りて感謝する。

ワックス原型の制作

鋳造前の湯道取付状況

引き渡し状況

完成したモデル
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　このほど新設された刈谷田川防災公園は長岡市中之
島地区と見附市今町地区の中間に位置する。
　平成16年７月13日の新潟豪雨災害において被災され
た地域と河川の復旧事業として河川・橋梁を伴う整備
計画により、この公園内に水害復興記念碑としての意
味を持つモニュメント設置も同時に計画され、今回以
下の要素に基づきデザイン設計するものである。

　水は、人の営みに必要不可欠な要素でもあるが、ひ
とたび自然のバランスが崩れた場合今回のような被害
をもたらす脅威にも変容する。しかし日常は、地域・
社会の動脈とも言える河川となる“水”は本来尊いも
のである。このことからデザインコンセプトとして以
下の要素を抽出した。

１．テーマ：「尊い水と風」とする。
　当初、いまなか地域住民参加ワークショップにて出
されたキーワード<凧><防災><いまなかの交流>の
３点をデザインコンセプトとしデザインに生かすこと
とする。

Ⅰ．凧の形状である風を受ける面のイメージと、防災
の水利護岸のイメージとしてV字状の面形状

　⇒本体中央部から２面に分かれる形状

Ⅱ．今回の災害復興に起因する水害の“水”をイメー
ジ（水の美しさ・一滴の重要さ）
⇒ガラス製のティアドロップ（涙滴型）状のコアデ
ザインとし、使用する素材は廃棄蛍光管のリサイク
ル材を使用する。
リサイクルガラスは現在、環境配慮の視点からグ
ローバルな素材として注目されている。
近年、日本においても大手企業などが積極的に再利
用開発などを行っている。

Ⅲ．コアデザインをガラス素材にする事により、相貫
する空間的繋がりを、いまなか地区の交流のイメー
ジとする。両地域を貫く軸線状の方位に設置

受託事業名：

発注者：新潟県長岡地域振興局
受託期間：平成22年11月１日～平成22年12月14日、平成23年２月24日～平成23年３月６日
プロジェクト主査：馬場省吾（美術・工芸学科 教授）
プロジェクトメンバー：中村和宏（美術・工芸学科 准教授）、午来　馨（研究員）
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Ⅳ．デザイン検討終了までに地域住民がかかわりをも
ち了承を得ることが条件である。
地域住民へのコンセプト理解と地域参加形式として、
両地域代表の各30名程度の人に「希望の言葉」を募
集しこの記念メッセージを金属製の円盤に彫り込ん
だものを製作。
メッセージは一人10文字までとする。文字の凹凸は
エッチング処理によるものとする。
・円盤の形状は直径600㎜、中央に「いまなか希望
の言葉」タイトルを入れる。
これをモニュメント基部の地域各方向に一枚ずつ
黒御影石台座部に埋め込む仕様とする。

２．本体部　仕様
形　　状：多面状　角柱形
　　　　　（ティアドロップ形のガラス体を内包）
本　　体：全　高　　3980㎜
　　　　　全　幅　　 900㎜
　　　　　奥行き　　 769㎜
ガラス部：全　高　　1300㎜
　　　　　全幅φ　　 600㎜
重　　量：鉄骨構造部� 910㎏
　　　　　表面化粧材（SUS304ｔ＝3.0） � 450㎏
　　　　　ガラス部� 200㎏
� 計　1560㎏

３．材料・処理
　本体部：鉄鋼耐震構造物
　　　　　表面ステンレス鋼仕様
①　ステンレス鋼板　JIS G  4305
　　　（冷間圧延ステンレス鋼板及び鋼帯）
　　　SUS304� 厚さ　3.0㎜
②　鋼板（ペンタイト）　JIS G3302
　　　（溶融亜鉛メッキ鋼板及び鋼帯）
　　　亜鉛最少付着量（Z12またはF12以上）
③　小ネジ類
　　　ステンレス製　JIS G  4315
　　　（冷間圧延ステンレス鋼線）で規定された
　　　SUS305
④　防錆処理（内部裏板　鉄骨部　補強板等）
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　　　JIS K  5629（鉛酸カルシウム錆止めペイント）
　　　及び溶融亜鉛メッキ
⑤　表面仕上げ
　　　ステンレス素材色　＃400～＃600
⑥　ガラス部

素材：100％廃蛍光管リサイクルガラスを使用、
キルンキャスト技法　電気炉内徐冷及びスラ
ンピング技法による曲げ加工

　　　研磨加工仕上
⑦　表記

「刈谷田川防災公園モニュメント」プレート
を本体基部側面設置

４．製作・設置について
　本件プロジェクトは、本学デザイン研究開発センター
の方針から外部委託プロジェクトの場合は、デザイン
ワークのみの業務とされている。このことから製作・
設置に係ることは業務外となった。
　しかしながら発注者からの要望もあり、製作工程～
設置までの進捗に伴う対応を現在まで行っている。
　モニュメント製作は９月段階で最終行程・組み立て
に入り日程に沿い９月末には現地にて最終組み立て・
設置作業を行い平成23年10月中旬竣工予定である。


